ワイヤレス電気自動車充電市場: EV インフラストラクチャの未来を再定義する - 2032 年
ワイヤレスEV充電とは、コネクタやケーブルを使用せずに電気エネルギーを電気自動車に供給する技術を指します。電磁場、最も好ましくは誘導性または共振誘導性充電システムを使用して、静的充電プラットフォームから車両の充電受容体に電力を伝達します。この充電方法はプラグの使用を回避するのに役立ち、リモート充電システムと移動中の充電システムの両方で効率的なエネルギー伝達を実現します。
ワイヤレス電気自動車(EV)充電市場規模は、2023年に2,016万米ドルと評価され、2024年の4,530万米ドルから2032年までに11億2,585万米ドルに成長し、予測期間(2025年から2032年)中に55.5%のCAGRで成長する見込みです。
サンプルレポートをリクエストする – https://www.skyquestt.com/sample-request/wireless-electric-vehicle-charging-market 
主な市場推進力
世界中でEV導入が拡大電気自動車の販売台数の増加により、ユーザーの利便性を高める高度な充電ソリューションに対する強い需要が生まれています。
誘導充電の技術進歩動的充電システム、磁気共鳴、高効率コイルの継続的な革新により、ワイヤレス充電の採用が促進されています。
政府の政策とインセンティブ北米、ヨーロッパ、アジア太平洋地域におけるEV導入に対する支援的な規制とインフラ投資が成長を促進しています。
スマートモビリティと都市インフラに焦点を当てるスマートシティ、高速道路、公共交通システムへのワイヤレス充電の統合 により、将来のモビリティが再定義されています。
環境上の利点ワイヤレス充電は再生可能エネルギーの統合を強化し、持続可能な交通への移行をサポートします。
市場セグメンテーション
世界のワイヤレス電気自動車(EV)充電市場は、推進タイプ、充電システム、充電タイプ、コンポーネント、電源、車両タイプ、流通チャネル、アプリケーション、地域によって分割されています。 
· 推進タイプに基づいて、市場はバッテリー電気自動車(BEV)、プラグインハイブリッド電気自動車(PHEV)、その他に分類されます。 
· 充電システムに基づいて、市場は磁気電力伝送、誘導電力伝送、容量性電力伝送に分類されます。 
· 充電タイプに基づいて、市場は動的ワイヤレス充電システムと定置型ワイヤレス充電システムに分類されます。 
· コンポーネントに基づいて、市場はベース充電パッド、電源制御ユニット、車両充電パッド、バッテリー管理システムに分類されます。 
· 電源に基づいて、市場は 3-11KW、11-50KW、50KW 未満に分類されます。 
· 車両タイプ別では、乗用車、乗用車、商用車、小型商用車、大型商用車、乗用車、その他、電動二輪車に区分される。 
· 流通チャネルに基づいて、市場はアフターマーケットとOEMに分類されます。 
· アプリケーションに基づいて、市場は商用充電ステーションと家庭用充電ユニットに分類されます。 
· 地域に基づいて、市場は北米、ヨーロッパ、アジア太平洋、ラテンアメリカ、中東とアフリカに分割されます。
このレポートをカスタマイズしたいですか?アナリストに相談する: https://www.skyquestt.com/speak-with-analyst/wireless-electric-vehicle-charging-market 
地域の洞察
北米 – 米国でのEVの普及と進行中のパイロットプロジェクトにより、市場をリード
ヨーロッパ – ドイツ、フランス、英国での持続可能性、EV インフラストラクチャ、革新的な道路充電試験に焦点を当てています。
アジア太平洋地域  – 政府の取り組みに支えられ、中国、日本、韓国で大規模なEV導入が進んでいる、最も急成長している地域。
世界のその他の地域 – ラテンアメリカと中東では、EVの普及率が拡大し、徐々に採用されています。
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ワイヤレス電気自動車充電市場の最近の動向
· 2024年3月、InductEVはPhoenix Motor Inc.と提携し、中型シャトルを皮切りに、ワイヤレス充電電力をPhoenix電気自動車に統合した。この共同の取り組みは、InductEV社の充電パッド技術をフェニックスの排出ガスのないソリューションに統合することを目的としていました。 
· 2024年11月、ミシガン州で、エレクトレオンは初の公共ワイヤレスEV充電道路を開設した。道路には誘導充電コイルがあり、EV が上を走行するときに電気を供給します。この技術は、車両が駐車中または移動中に磁場を使用して車両のバッテリーにエネルギーを伝達しました。 
· 2024年7月、WiTricityは自動車相手先商標製品メーカーを対象としたFastTrack統合プログラムの開始も宣言しました。このプログラムにより、自動車メーカーは記録的な3か月でEVプラットフォームにワイヤレス充電を追加できるようになりました。 
今後の展望
 ワイヤレス EV 充電市場 は、自動車メーカー、政府、インフラプロバイダーが協力して持続可能な交通を推進するため、急激な成長が見込まれています。ダイナミック充電システムとスマート インフラストラクチャが目前に迫っているため、ワイヤレス充電は世界の EV エコシステムの主流テクノロジーになるでしょう。
レポート全文を見る – https://www.skyquestt.com/report/wireless-electric-vehicle-charging-market 
